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分科会評価結果  
 

分 科 会 名  文教分科会 整理番号  文教－3 

事 務 事 業 名  歯と口の健康づくり事業 

評 価 区 分  
（事務事業の方向性） 

１ 拡 充 ２ 継 続 ３ 
改善の上

で継続 
４ 

終期設定 

し終了 
５ 休止・廃止 

〈上記評価区分とした理由、改善内容、提案事項等〉 

本事業は、大分市立学校歯と口の健康づくりの手引に基づき、歯みがき指導・

食に関する指導・フッ化物の活用（フッ化物洗口）を三つの取組として児童生徒

の歯と口の健康づくりを推進し、生涯にわたって歯と口の健康について自律的に

取り組む児童生徒を育成するとともに、健康格差の是正を図ることを目的として

おり、学齢期におけるむし歯予防を含む歯と口の健康づくりは、生涯にわたって

健康で豊かな生活を送るためには、重要である。 

しかしながら、取組の一つであるフッ化物洗口については約 83％の児童生徒

が実施しており、ニーズの高さがうかがえる一方で、希望調査前の説明が十分で

はないことや学校現場で一斉に実施する必要はないなどの意見もある。また、フ

ッ化物洗口が未実施な他都市において、本市よりも虫歯の保有率が少ないといっ

た事例も確認されている。 

こうしたことから、フッ化物洗口については、社会状況や生活環境の変化を考

慮した上で、その必要性や有効性を改めて確認する中、学校現場以外での実施の

可能性について検討を行うなど、将来的な廃止を視野に入れた見直しを行うこと

を求め、改善の上で継続とした。 

 


